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論
醐

消
費
税
の
理
想
ざ
し
て
の
事
責

債
格
の
一
理
論

伊
操
の
百
姓
一
挟

時

論

再
び
我
闘
の
人
ロ
問
題
に
就
て

担

肱

古

畑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
労
賃
論

妙
心
寺
の
寺
領
ご
領
民
の
責
措

加

盟

相

健

郎

涯
祉
の
恐
怖
寸
」
比
八
一
般
的
普
位
性
一
一
位
時
剛
一
腕
吋

信
州
小
術
施
の
地
訓
制
度
-
法
政
相
掛
川
高
ー

ヨ
g
-
Z巳
5
r
g
に
就

5
て

白

歌

投

法

叫

ト

博

上

英
主
口
利
海
誕
の
統
計
的
研
究
誌
需
品
1

努
農
露
凶
の
政
算

-
-
-
-
-
-
M
m

嘩オ

・ン

L

ム
ペ

l
タ
!
の
シ
ー
モ
ゾ
ラ

l
槻

・

-

続

出

船

イ

聾A 
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故

技

法

早

博

士

九
州
帝
岡
大
川
市

紋

校

文

相

同

4
J

敬

授

純

桝

単

士

致

技
法
取
悼
土

鏡

蒔

載

言昨

附
松
博
問
中
七

果高帥

正岡戸

1是正
巌馬雄

山

本

美

越

乃

森

耕

二

部

中

川

典

之

助

小
川
一
崎
太
郎

本
庄
枇
米
治
郎

財

部

静

治

小
品
目
日
太
郎

古

川

秀

造

菊

田

太

郎

4
4
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労
農
露
園
の
龍
算

秀

吉

)1¥ 

諮

絡

一
九
一
七
年
の
露
両
亜
革
命
に
よ
っ
て
現
在
の
妙
農

政
府
が
成
立
し
て
以
来
.
経
済
組
織
の
急
激
な
る
改
革

の
縛
に
各
部
門
の
産
業
は
著
し
(
生
産
力
を
減
じ
て
岡

民
経
憐
は
飽
耀
的
に
衰
退
し
た
c

そ
の
結
巣
政
府
は
極

度
の
財
政
難
に
背

L
み
、
年
々
の
国
費
の
支
排

ω怨
に

日
額
の
不
換
紙
併
を
畿
行

L
、
骨
岬
に
艇
憐
回
押
を
収
制
度
に

慌
乱
せ
し
め
た
事
は
一
般
に
知
ら
毛
、
所
で
あ
る
o
然

る
に
政
府
は
こ
の
所
調
戦
時
共
産
時
代
を
脱
し
て
一
九

一
一
一
年
以
来
新
経
済
政
策
を
質
施
す
る
じ
及
ん
で
、
諸

般
の
経
済
制
度

ω
改
革
を
行
ひ
し
事
も
之
れ
亦
周
知
の

事
貨
で
め
る
。
こ
の
新
経
済
政
策
的
質
施
ピ
共
に
僻
制

の
披
理
を
行
ひ
、
戒
は
倒
立
銀
行
を
復
活
し
、
更
に
続

ν
て
新
紙
幣
チ
且

F
ク
ォ
キ
ツ
ツ
を
後
行
し
て
鋭
意
金

融
制
度
の
改
番
仁
努
め
た
事
は
、
巳
仁
本
誌
上
に
於
て

谷
目
撃
士
が
紹
介
せ
ら
れ
し
所
で
あ
る
。
而

τこ
の
幣

品
百
農
僻
闘
の
鵠
算

言

雑

鍬

制
の
整
理
ご
共
に
叉
勢
農
政
府
は
財
政
上
に
於
て
も
新

政
策
を
採
用
し
、
従
来
の
如
き
紙
幣
の
川
町
畿
に
よ

b
て

闘
庫
の
欣
入
を
計
る
策
を
底
し
て
新
に
橡
算
制
度
を
復

活

L
、
稲
々
の
税
目
を
設
り
て
こ
の
租
税
牧
入
を
ま
な

る
財
源
ぜ
な

L
、
漸
〈
革
命
前
の
財
政
制
度
に
復
蹄
せ

ん
芭
す
る
方
針
を
採
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍

ら
斯
〈
革
命
前
の
制
度
に
復
鰯

L
た
る
財
政
制
度
も
号

の
内
容
に
至
つ
て
は
、
枕
目
の
上
に
於
て
も
又
珠
算
編

成
の
上
仁
於
て
も
郁
々
革
命
前
ご
は
相
異
れ
る
も
の
あ

る
事
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於

τ革
命

前
後
に
於
る
露
西
亜
の
漂
算
を
比
較
す
る
事
は
吾
人
に

大
な
る
典
味
を
凪
買
え
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
而
1
-
】の

事
に
就
て
は

4
2色
目
自
白
出

2
ω
F
ロ
E
g
E
E『
丘
町
内
門

的

O
〈且

E
E
Fロ仏
F
G
M
M祖
国
主
旨

(
O
z
-
-
E
C
E
印
吉
島

2
・

〉
豆
町
出
口
口
問
看
町
g
n
F
件
、
ロ
2
0
司
o
宥
出
。
骨
子
。
且
・

2
8日出
l
F丘町
E
H
S
F
E
F
Z
)
は
甚

r有
銭
な
る
著
越

の
一
で
あ
る
。
以
下
紹
介
せ
ん
正
す
る
は
同
世
間
第
五
章

中
、
一
九
二
二

l
ニ
ゴ
一
年
度

ω漁
算
ご
一
九
一
三
年
度

の
夫
れ
子
宮
比
較
し
柁
る
一
節
の
大
要
で
ゐ
る
。
卸
も

一
九
二
ニ

l
一
一
一
一
一
年
度
の
珠
算
は
鋒
農
政
府
が
新
に
復

(
停
五
統
一
固
と

第
二
十
三
魯
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枯
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L
回
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E
石

油

稔
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者
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時
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一h
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4
お
M

V
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引
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一

J
3
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ュ

7
凶

枇

吾

一

同

・

也

8
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結
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同

盟

枯

刊

蝋

燭

耽

日

純

物

枇

u
d
ム

靴

拙

8
1

也

二
一
、
手
駒
料
及
川
他
ノ
枯

ー
印
紙
貼
、
司
法

-
A
h応
手
組
料

Z
百
却
手
蜘
料

3
地

祇

4
誠

司

枕

5
保

険

給

6
禍
々
ノ
手
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科

問
、
特
栂
壮
入

1
捕
刷
業
牧
入

2
作
品
椛
錦
誼

第
二
+
一
二
審

2 1 
砂依

活
L
た
る
政
相
持
制
度
内
2
H
恥
初
ゆ
も
の
ご
し
尤
最
も
重
要

な
る
も
の
で
ゐ
h
、
又
一
九
二
ニ
年
の
珠
算
は
欧
洲
大

戦
に
よ
っ
て
胞
団
乱
せ
ら
れ
J
る
帝
政
時
代
の
最
後
の
謙
-

算
芭
認
め
得
ら
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
雨
者
を
比

較
す
る
事
は
品
も
よ
く
岡
政
府
の
漁
算
を
比
較
L
得
ぺ

き
答
で
ゐ
る
c

歳

入

先
づ
左
に
・
』
山
雨
年
度

ω政
入
強
制
押
を
掛
照

L
た
る

表
を
掲
げ
る
Q
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拙
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一
円
高
職
，
削
ル
ー
ブ
ル
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3
郵

便

枚

入

実

・

包

4
電

信

電

話

巴

・

2

5
K
泊
事

R

A

g

-

一-

豆
、
運
輸
業
(
倣
道
及
船
舶
)
幅
八
千
四

、
、
岡
有
則
庫
、
岡
有
寄
本
、

J
P

及
閣
時
事
業
ヨ
リ
J

牧
入
一
百
平
田

七
、
岡
有
財
産
ノ
抑
下
一
-
R

λ
、

雑

肱

入

『

一

克

人

小

計

三

交

・

-

信
用
段
定

眠
僻
盛
行

抑
下
に
よ
h
之
が
補
撲
を
な
き
ん
芭
す
る
も
の
で
あ

る
。
次
に
更
に
著
し
き
事
貨
は
間
接
税
目
の
甚
し
き
増

↑
加
で
ゐ
品
。
一
元
来
間
接
税
は
、
共
産
主
義
者
の
み
な
ら

一
宇
穏
和
な
る
枇
品
目
主
義
者
で
き
へ
も
、
貧
民
階
級
の
生

一
活
を
慶
治
す
る
の
故
を
以

τ之
を
排
尿
す
る
所
な
る
に

一
も
拘
ら
?
、
上
掲
の
橡
算
に
於

τ
は
茶
、
地
燭
、
盤
、

一
織
物
等
の
生
活
必
需
品
に
迄
消
費
税
が
課
せ
ら
れ
て
ゐ

7
0
0
故
に
之
に
就

τは
政
府
は
何
等
か
の
鰐
明
の
僻
を

一
設
け
ね
ば
な
ら
向
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
一
三
年
六
月
一

一
日
の
毛
λ

カ
ク
集
曾
に
於
る
税
務
嘗
局
の
決
議
仁
は
弐

こ
の
表
に
就
て
先
づ
第
一
に
吾
人
の
注
意
を
惹
C
事
一
の
如
〈
一
五
つ
て
ゐ
る
o

「
盤
、
砂
棟
、
石
油
、
糸
等
の
生

は
革
命
後
の
歳
入
が
戟
前
に
比

Lτ
極
め
て
少
額
に
し
一
活
必
要
品
其
他
多
〈
の
も
の
に
謝
す
る
閥
姥
税
の
賦
課

て
、
線
計
に
於

τも
英

ω三
入
・
=
で
%
に
過
ぎ
守
、
信
用
一
は
、
政
府
の
歳
出
を
償
ふ
潟
め
及
び
都
市
村
落
住
民
の

設
定
及
紙
幣
後
行
に
よ
っ
て
補
填
す
ぺ
き
不
足
金
を
除
一
負
鎗

ω均
衡
を
計
る
矯
め
に
絶
封
的
の
必
要
に
迫
ら
れ

け
ば
僅
に
二
一
二
・
四
%
に
過
ぎ
ざ
る
事
之
で
ゐ
る
。
夏
に
一
て
之
を
な
す
も
の
で
あ
る
よ
婦
の
如
(
相
枕
負
婚
の
均

叉
共
細
目
に
就
て
見
る
に
、
第
一
に
勢
農
政
府

ω
珠
算
一
衡
を
計
る
が
活
に
は
術
生
活
必
需
品
に
ま
で
も
間
接
税

に
於
て
は
固
有
財
産

ω梯
下
に
よ
る
枚
入
が
戦
前
に
比
一
を
課
す
る
こ
子
宮
僻
せ

5
る
勢
農
政
府
ζ

そ
誠
に
皮
肉

し
て
著
し
〈
増
加
し
、
約
五
倍
の
増
加
で
ゐ
る
o

之
は
一
な
も
の
で
は
な
い
か
。

政
府
が
他
の
費
目
の
み
に

τは
到
底
充
分
な
る
牧
入
を
次
に
在
接
税
を
見
る
に
、
先
づ
一
般
市
民
枕
な
る
も

得
る
事
の
困
難
な
る
が
放
仁
巴
む
を
得
予
固
有
財
産
の
の
は
一
九
二
二
年
一
一
月
二
日
の
法
律
に
よ
b
新
に
設

(
第
五
暁

一口・重也
一ニ・一一一回

一三・回
一邑主

吾
再
・
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車

E
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A
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鮒
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Z
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R
h
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-7て
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雑

録

勢
農
露
園
白
強
算

第
ニ
十
三
番

(
第
五
統
一
五
二
)

凡
五
回

け
ら
れ

L
も
の
に
[
て
・
農
業
の
救
済
及
飢
僅
の
跡
仕
補
填
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

こ
の
年
度
の
信
用
設
定
は

末
を
目
的
正
す
る
。
叉
同
月
一
六
日
の
法
律
に
よ
b
所
二
稀
の
公
債
よ
h
成
る
。
湖
一
は
一
千
世
間
プ

!
r
の
殺

得
税
が
設
り
ら
れ
た
が
、
之
は
闘
家
的
、
地
方
的
及
悲
-
物
よ
り
成
る
所
調
穀
物
込
山
悶
に
し
て
、
他
は
八
ヶ
月
償

的
の
諸
施
設
、
議
粧
品
管
事
業
に
従
事
せ
る
俸
給
者
の
所
一
却
の
短
期
日
間
偵
及
び
年
利
六
歩
十
ヶ
年
償
却
の
一
億
金

得
じ
し
て
一
定
の
弛
税
黙
を
超
過
す
Z
額
に
謝
し
て
課
一
貨
ル
ー
ブ
ル
の
公
債
で
あ
る
。

せ
ら
れ
る
も
の
に

L
τ
、

ぞ

の

兎

税

勤

は

毎

月

労

働

岡

一

=

一

歳

出

防
委
員
が
決
定
す
る
o

叉
払
開
港
税
は
謀
役
の
形
式
に
よ
究
に
一
九
二
二
、
一

'
り
、
燃
料
の
供
給
及
点
時
粗
食
の
運
送
其
他
の
帥
労
働
左
表
の
如
〈
で
ゐ
る
。

を
謀
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
官
相
並
ん
で
今
一
つ
の
物

納
税
ご

L
て
現
物
税
が
あ
る
o

之
は
農
民
よ
り
農
産
物

を
祖
枕
ピ

L
て
徴
放
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
之
が
貯
成

費
、
腐
敗
、
資
難
等
の
鎗
に
共
の
四
分
一
を
失
ふ
ピ
緋

す
る
に
も
拘
ら
す
、
二
二

l
一
一
一
二
年
度
の
歳
入
に
於
て

も
術
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

向
之

れ
以
外
に
直
接
税
正
し
て
一
九
二
三
年
一
月
一
日
よ
り

相
繭
税
が
設
付
ら
れ
、
千
金
貨

w
l
プ
戸
以
上
の
相
紛

1
7
に
相
到
し
て
累
進
寧
を
以
て
賦
疎
せ
ら
れ
る
o

終
に
・
』

ω
年
度
的
強
算
に
於
る
信
用
設
定
の
地
位
に

留
意
す
る
必
要
が
ゐ
る
o

卸
会
歳
入
額
の
一
二
・
八
併

(
紙
僻
脇
田
行
b
z
控
除

I
τ
)は
こ
の
信
用
設
定
仁
ょ
っ

τ

~~ 

u 

一
、
一
般
行
政
費

I
長
路
中
止
執
行
長
貝
脅

2
人
民
香
貝
A
W
及
勢
働
闘
肋
委
員
合

8
間
五
計
劃
委
員
官

4
外

務

委

員

合

5

民

族

委

員

合

6
内

務

委

員

合

7
中

央

統

計

局

8
司

法

委

国

令

。
労
農
監
軒
委
員
合

加
勢
倒
闘
防
委
員
合
基
金

二
、
経
済
行
政
費

金
額
(
早
位
千
金

貨
ル

l
プ
ル
)
莞
語
八
完-一
D

一一豆岡田呉角
一一主同
一一口屯

明一
v一向
A
抽

出
向
匂
七
号一口一

司
四
五
口

一耳
4
6

一塁一実

総
歳
出
嗣
コ
到

ス
ル
百
分
比

Z
・
圏
晶

口
・
五
回

口・一八
0

・口問。・一一
口
・

24

z
z一九
口・ム一仙
口・問。口・一一匂口・一一一

一
-
・
商
品

之れ TrlldguzhevoinaJogと郁せられるものであるが、之位I923年I月I日上

り金納に改められ、 IC)24.年に随せられた。一一部書誌

1922!r-S月20日の長露目l'央挑行委員合同命令により査直行せらる。

3) 

時~'，，'に子τ支払イ均Yわ石市弓乃みて対
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ー
岡
崎
魁
済
最
高
委
員
曾

E
農

務

委

員

合

3
会

艦

委

員

合

4
貿

易

昏

民

官

5
則

務

委

員

合

三
、
文
化
的
及
副
官
的
支
出

1
捗

働

委

員

曾

2
保

健

委

員

合

目
祉
宙
保
安
蚕
員
合

4
闘
民
数
育
委
員
曾

E
職
争
技
術
委
員
合

回

、

闘

助

費

-

陸

軍

委

員

官

2
海

軍

益

員

官

五

、

交

泊

費

1
交

通

委

員

A
V

E
郵

電

華

民

合

六
、
貸
付
及
仰
山
基
金

1
工

業

補

助

金

E
農

業

貸

付

金

8
ト
ル
キ
ス
タ
ン
制
撤
費

4
コ
オ
ベ
ラ
テ

l
ず
柿
助
金

5
岡
立
銀
行
柿
山
金

6
木
材
貯
蔵
基
金

錯

且
百
陸
路
闘
の
油
開
算

雑

ヨ五ム一円。-一

一九唱え

ヨ瓦口晶口
咽同也一

五=一同」恒
三一E
E

-

-
A

口エ回

一A
一一(〕品目
ユニ九三

五九七口十一一一

言
重
量
唱

一品目]口山吉

一句
L

一回

固穴-蚕

FA

一{}A省
一一恒一己
A

-
T
Z
Z
R

一

一一口九三豆

長
Z
R
]五

回
A
己
4
A

A
A
Z

一

甲住吉一
#
A
 

千口て?甲子?子 7 千
完~三三;!i弐芸会雷盆

一向・宣

一回・七八
一・
2
亘

這・九冗

一一量一
-
A月

一一・一-一

-
宇
美

A
・
ム
A
Z

子品
3
4
-

己・一言
口・山ハ
A
河

口・ヨ石
口・省一

7
金
一
臨
一
入
基
金

8
般
物
整
瑚
柿
助
金

9
般
物
輸
出
初
山
金

日
人
民
番
良
合
操
仰
金

日
飢
位
地
方
復
興
費

四
自
治
世
貸
付
金

七
、
聯
盟
共
和
岡
人
民
番
目
合

λ
、

救

済

基

金

九

、

信

用

設

定

費

総

計

喜三三重量三z雲量言

一
三
亘
口
・
一
=

一・一回
口・
A

一一
口・一一自
由・口一一
一一・岳山
一一・
z-
-・量

一口口・

g

こ
の
二
二

l
ニ
三
年
度
の
歳
出
の
各
費
日
の
総
額
に

謝
す
る
百
分
比
・
己
一
九
一
三
年
度
の
夫
れ
ご
を
比
較
す

れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

一
、
一
般
行
政
品
質

二

、

歌

宵

虫

三
、
努
働
、
証
合
保
安
、
及
保
健
費

回

、

工

業

費

玉

、

交

調

費

六

、

郵

電

費

士

、

農

業

費

入

、

食

糧

費

丸

、

国

防

費

第
三
十
三
巻

(
第
五
騨

一
九
-
一
一
一
年
度

一一H・也再
回・包が

テロ

μ
了
九
d
l
H

同・七回

一
生
一
一
下
三
年
度

千
里
M
N

?
完
封

一
、
右
両

コ
・
同
八
回

d

長
一
・
会
両

一一・
J
Z
M
M

7
z詰
百

子
会
出

一点・一司一回

一亘・回出

一
五
三
)

λ
E
E
 



雑

飽

捗
良
館
岡
山
珠
算

第
三
十
三
谷

凡
五
六

『
第
五
挽
一
五
四
)

ー
プ
ル
の
依
慢
で
ゐ
る
。
共
他
山
り
岡
崎
百
叫
業
-
b
同
伎
の

右
に
掲
げ
た
る
表
に
於

τ特
に
著

L
い
こ
ご
は
、
二
飲
舗
で
ゐ
る
。

二
l
二
三
年
度

ω歳
出
に
於

τ
交
通
旋
が
三
七
・
九
人
-
右
越
ぷ
る
が
如
主
事
情
に
よ
b
政
府
り
歳
入
正
成
山

川刊に

L
て
第
一
位
を
占
め
、
図
防
費
が
一
六
二
三

μ
一
ご
の
問
に
大
な
る
差
額
を
生
C
、
英
大
は
る
歳
入

ω不

に
し
て
第
ニ
位
を
古

U
る
に
反

L
t
、
文
化
的
批
曾
的
一
足
を
見
た
o
郎
も
ニ
二

J
二
三
度
年

ω成
入
正
歳
出
E

支
出
が
僅
に
四
・
七
六
%
に
過
ぎ
F
る
事
貨
で
め
る
。
殊
一
を
封
賊
す
る
に
、
不
換
紙
幣
及
公
債
山
俊
行
に
よ
っ
て

に
教
育
に
謝
す
る
支
出
の
如
き
は
一
九
一
三
年
度
に
比
一
補
填
せ
ら
れ
得
イ
き
歳
入
不
足
額
は
四
七
二
六
同
七

O

較

す

れ

ば

著

し

き

減

少

で

あ

る

。

↑

O
O
F
-
プ
戸
の
多
き
に
遥

L
、
而
ち
か
、
る
手
段
に

真
に
叉
絢
歳
出
額
の
約
宇
品
川
を
交
通
投
ご
工
業
費
ご
一
よ
る
柿
換
を
以

τす
る
も
向
、
成
入
歳
山
仙
り
バ
ラ
リ
J

λ

に
捜
し
て
ゐ
る
こ
ご
は
一
九
二
二
年
度
に
比
し
て
大
な
一
を
得
る
を
得
す

1
τ
七

O
七
四
三

0
0
o
b
F
lプ
片
の

る
相
同
時
で
あ
る
ロ
こ
の
瑚
山
は
即
ち
、
之
等
の
閥
替
市
申
一
不
足
で
あ
る
。
而
て
こ
の
不
足
傾
が
何
に
よ
っ
て
補
現

業
が
原
則
正

L
τ
は
極
め
て
重
要
な
る
枚
入
源
ご
な
ら
一
せ
ら
る
べ
き
か
は
明
で
な
い
o

政
府
は
一
』
の
則
に
就
て

な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
に
も
拘
ら
争
、
事
貨
に
於

τは
却

τ
一
何
等
言
及
す
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
似
h
に
こ

年
々
一
依
損
hr
続
け
、
政
府
は
之
が
補
填
の
篤
に
多
額
の
一

ω
不
足
獅
を
矢
張
b
紙
幣
及
公
的
の
後
行
に
よ
っ
て
補

経
山
首
を
要
す
る
事
情
に
基
〈
の
で
あ
る
o

印
も
一
一
一
一

l
一
出
現
す
る
の
外
な
し
正
す
る
な
ら
ば
、
か
、
る
紙
幣
及
公

二
三
年
度
に
於

τ、
蓮
職
業
に
就
て
は
一
一
一
四
六
五
二
一
債
畿
行
に
よ
る
線
補
填
額
は
五
四
三
三
九
万
ル

1
プ
ル

O
O
O
F
-プ
F
の
飲
損
で
あ

h
、
叉
且
凪
も
主
要
な
る
一
作
上
b
、
質
仁
歳
出
総
額
的
問
ニ
・
三
J

怖
に
迭
す
る
の

石
裁
の
産
地
な
る
ド

1
4
ヅ
炭
坑
の
み
に
就
て
見
る
も
一
で
あ
る
。
時
期
の
如
く
見
来
る
な
ら
ば
、

f
F
H
λ

は
鯵
制
改

牧
入
三
入
七
七
一
一
一

O
O
O
F
-プ
ル
に
劃
す
る
支
出
六
革
の
賀
行
は
一
九
二
二

l
一
一
一
一
一
年
度
の
時
期
算
に
嚇
到
し
て

九
七

O
高

Y
1
プ
ル
に
て
差
引
三

O
九
二
七

O
O
O
F

は
何
等
の
好
影
響
を
も
奥
へ
る
事
を
得
な
か
っ
た
も
の

十

、

共

他

白

支

出

一円・完封

一九・き一一声



芭
考
へ
玄
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
も
の
芭
も
穣
し
得
べ
〈
、
現
に
政
府
は
他
面
に
於
て
極

四

結

言

力

歳

入

増

加

の

退

会

議

中

る

ピ

共

に

歳

出

の

緊

縮

に

努

以
上
の
二
項
に
於
t
遁
べ
た
る
所
が
出
自
目
ロ
の
著
一
・
刀
し
I

b
る
の
で
あ
る
。
即
九
歳
出
に
就
て
児
れ
ば
二

書
中
、
一
九
二
二
二
三
年
度

ω珠
算
を
評
し
た
る
部
一
二
|
一
一
一
一
一
年
度
は
戦
前
に
比
較
し

τ約
四
割
弱
仁
過
ぎ

分
の
大
要
で
ゐ
品
。
向
同
書
に
は
こ
の
以
前
即
ち
所
謂
一
な
レ
。
之
は
勿
論
、
帝
政
附
代
の
外
債
の
底
楽
、
皇
室
費

軍

事

共

産

時

代

詩

支

見

積

、

及

び

こ

れ

よ

ち

以

後

工

義

重

量

生

落

語

然

ゆ

震

に

よ

る

も

の

九
一
一
五
年
に
至
る
迄
の
鎌
算
を
h
論
じ
て
ゐ
る
が
・
本
一
も
あ
る
が
、
主
t
し
工
政
府
の
緊
縮
鳴
に
よ
る
も
い
で

摘
に
於
て
は
其
中
最
も
注
意
す
べ
き
一
一
一
丁
目
二
三
年
度
一
あ
る
o

今
試
み
に
T

F

ヨ
プ
の
著
帯
中
よ
り
一
九
一
四

の
橡
算
に
閲
す
る
部
分
の
紹
介
に
止
め
た

ωで
あ
る
。
一
年
度
の
経
袋
の
主
な
る
も
の
一
一
一
二
を
拾
っ
て
之
を
二
ニ

巳
じ
述
べ
た
る
如
〈
一
九
一
一
一
年

ω新
経
済
政
策
の
一
|
一
一
一
-
一
年
度
ご
謝
服
す
れ
ば
定
の
如
〈
で
あ
る
o
(市
位

採
用
に
よ
b
u
シ
ア
は
漸
く
整
理
時
代
に
入
り
、
一
時
一
百
高
ル
ー
プ
ル
)

橋
皮
に
迄
萎
微
し
た
る
各
一
油
産
業
も
徐
々
に
回
復
に
向
一
一
九
一
回
一
詩
一
空
一
了
一
宝

J

ふ

に

至

っ

た

の

で

あ

る

が

、

而

も

一

時

に

戦

前

の

状

態

一

一

告

ら

に
復
鯖
す
る
事
の
不
可
能
な
る
は
勿
論
に
し
て
、
こ
の
一
一
九
一
・
J

唖
干
し
輔
廻
期
に
嘗
る
二
ニ

l
L
三

年

度

の

噛

藁

に

於

て

一

一

軒

ド

は
歳
入
は
歳
出
を
償
ム
ニ
子
宮
得
?
、
己
む
を
得
字
紙
↑
一
五
五
主

帥
貯
U
A
R
常
債
の
品
目
行
、
岡
有
財
産
の
捌
下
等
の
方
法
に
よ
一
七
・
一
一
(
ー
誠
一
寸

1)

一

約

六

口

口

・

口

っ

た

も

の

で

あ

る

。

而

て

斯

の

如

き

方

法

の

正

常

な

ら

一

車

七口一品・岡

、

さ

る

も

の

な

る

事

は

言

を

挨

た

ぎ

る

所

で

あ

る

が

、

而

会

-a

も
鴬
時
の
露
商
亜
の
状
態
ご
し

τは
叉
己
む
を
得
5
る

美

子

A

雑

~ 

捗
農
協
園
田
珠
算

是
芸
品
賞

宗

命

党

内
務
省
費

司
法
省
貨

農
務
省
品
目

数

宵

究

保

健

北

岡

防

犯

交

通

費

週
信
省
品
目

閣
情
利
子

第
二
十
三
容

同二・一一一五・一-
E
K農
業
貸
付
J

E
4
3金
プ
告
と

五
九

-
M

-一口也・一品

開
一
て
口
-一也・一一

(
第
五
統
一
五
五
)

λ

五
七

Markoff; Sovetskii bjlldzhet i narodnoc hozhaistvo (館主)'1924. Berlin， 

60頁以下G
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錐

雑

シ
品

I
ム
4
』

B
F
i
m
U

シ
ユ
モ
ツ
ヲ

l
翻

之
に
よ
っ
て
も
政
府
が
或
は
軍
備
を
縮
少
し
、
或
は

一
般
行
政
殺
を
緊
縮
す
る
等
・
悶
民
負
掘
り
制
収
減
に
努

力
せ
る
跡
を
窺
ふ
こ
己
が
山
来
る
。
而
て
教
育
事
業
が

財
政
困
難
の
殺
に
戦
前
に
比
し

τ大
に
衰
退
せ
る
事
は

事
貨
で
の
る
が
・
併
L
前
掲
の
中
央
貨
の
外
に
地
方
費

に
移
管
せ
ら
れ
た
る
曲
目
別
が
七

O
一六

O
高
炉

1
プ
ル
存

す
る
事
を
考
へ
る
な
ら
ば
卒
に
於
て
は
増
加
せ
る
も
の

宝
石
は
ね
ば
な
ら
曲
。

夏
に
戯
入
に
於
て
は
大
な
る
図
師
怖
を
釧
し
て
租
税
牧
一

入
を
主
た
る
則
似
ピ
な

L
、
従
来
的
紙
枇
刑
務
行
を
山
家
一

る
丈
り
越
に
府
せ
ん
胡
に
努
め
吃
ゐ
る
o

か
、
る
事
情
一

よ
り
見
れ
ば
間
後
枕
の
増
徴
も
紙
献
酬
の
地
畿
に
比
べ
て

は
首
面
的
り
政
策
ビ
[
て
或
は
是
認
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら

う
。
少
〈
ピ
色
間
接
税
の
徴
牧
を
非
難
す
る
者
は
そ
れ

古
同
時
に
叉
.
戦
前
八
億
十
l
プ
片
に
述

L
た
る
火
摘

導
員
な
る
好
則
似
を
火
酒
禁
止
令
仁
よ
h
会
〈
放
棄
L

た
る
政
府
の
勇
気
を
も
賞
す
べ
き
で
あ
ら
う
古
川
仙
4
u

之
を
要
す
る
に
、
革
命
後
の
珠
算
ピ
戦
前
の
孫
算
ご

は
品
目
仁
ぞ
の
綿
翻
仁
於

τ大
な
る
差
あ
る
の
み
な
ら

4
7
、
そ
の
内
容
に
於

τは
根
本
的
の
柏
町
時
が
あ
h
、-』

第
二
十
三
巻

(
品
五
腕

一
五
六
)

八
五
八

の
削
指
を
比
駿
研
究
す
る
事
に
よ
b
一
一
一
府
よ
(
勢
農
政

府
ゆ
特
色
を
窺
ひ
符
べ
し
ご
胞
は
れ
る
。


